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〈有料広告〉

辻
義
雄
さ
ん
（
国
縫
）
は
、
長
万
部
町

議
会
議
員
と
し
て
平
成
十
一
年
五
月
か
ら

七
期
二
十
六
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
し
、

平
成
二
十
六
年
八
月
か
ら
八
年
九
か
月
に

わ
た
り
議
長
を
務
め
、
議
会
の
公
正
か
つ

円
滑
な
運
営
に
尽
力
し
、
町
政
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。、

辻
さ
ん
は
、
去
る
四
月
九
日
に
亡
く
な

ら
れ
、
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
特

別
叙
勲
と
な
り
ま
し
た
。

辻
さ
ん
の
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故 

杉
村 

直
樹
さ
ん
が

特
別
叙
勲
を
受
章

北
海
道
柔
道
大
会
で

団
体
・
個
人
優
勝
！

こ
の
た
び
、
当
町
（
静
狩
）
出
身
の
澁

田
奏
音
く
ん
が
、「
柔
ジ
ャ
パ
ン
札
幌
ク

ラ
ブ
」
所
属
選
手
と
し
て
第
五
十
三
回
北

海
道
中
学
校
柔
道
大
会
に
出
場
し
、
み
ご

と
に
男
子
団
体
戦
と
男
子
個
人
戦
（
六
十

六
㎏
級
）
で
優
勝
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

澁
田
く
ん
は
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
一
丸

で
大
会
に
挑
み
、
団
体
戦
で
は
次
鋒
と
し

て
勢
い
を
つ
け
る
一
本
を
奪
い
大
活
躍
し

ま
し
た
。

ま
た
、
福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大

会
で
は
、
団
体
戦
・
個
人
戦
に
出
場
し
、

チ
ー
ム
の
主
軸
ら
し
い
試
合
展
開
を
し
ま

し
た
。

澁
田
く
ん
の
、
今
後
の
活
躍
に
期
待
し

ま
す
。

杉
村
直
樹
さ
ん
（
富
野
）
は
、
長
万
部

町
議
会
議
員
と
し
て
平
成
十
一
年
五
月
か

ら
三
期
十
二
年
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
、
議
会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
尽

力
し
、
町
政
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

杉
村
さ
ん
は
、
去
る
二
月
十
四
日
に
亡

く
な
ら
れ
、
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て

の
特
別
叙
勲
と
な
り
ま
し
た
。

杉
村
さ
ん
の
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


